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　当研究室では、心の働きや仕組みを意識現象と行動を通して実証科学の立場から解きあか

そうとしている。研究分野は社会心理学、文化心理学、認知心理学、感情心理学、動物心理

学などの基礎的領域から、矯正・犯罪心理学、交通心理学、化粧心理学などの応用領域にわ

たっている。どの領域の研究をするにも関連科目の情報科学、哲学、社会学、統計学などの基

礎知識は不可欠である。さらに大学院生には、研究室での研究に積極的に参加し、研究領域

や方法論についての関心の巾を広げるよう特に強く求めている。研究室では戦前より“Tohoku 

Psychologica Folia”という欧文誌の刊行に努め、研究成果を広く海外に公表してきている。研

究室の歴史は80年に及んでいる。その間、約1,000名の学部卒業生を輩出した。また大学院修

了者の多くは、大学やその他の研究機関で活躍しているほか、一般企業においても優れた研

究者や実践家として活躍している。

心理学研究室

人間科学専攻 Human Sciences

研究室が出版する学術雑誌「東北人類学論壇」（右）と
研究室修了生の著作（左）。

文化人類学研究室

Suzuki Iwayumi

● 教  授
鈴木 岩弓

［ 研究テーマ ］
宗教民俗学。死生観。
民間信仰の形成過程。
現代日本の祖先祭祀。

Ohbuchi Ken-ichi

● 教  授
大渕 憲一

［ 研究テーマ ］
社会心理学。人間の攻撃
性と紛争解決の心理学。

Gyoba Jiro

● 教  授
行場 次朗

［ 研究テーマ ］
知覚心理学。視覚認知心
理学（パターン認知、錯
視現象、感性情報処理）。

Abe Tsuneyuki

● 教  授
阿部 恒之

［ 研究テーマ ］
生理心理学（ストレス）。
感情心理学（化粧）。知覚
心理学（顔・香り）。

Sakai Nobuyuki

● 准教授
坂井 信之

［ 研究テーマ ］
応用心理学（味覚と嗅覚
特性の応用）。健康心理
学（食行動や匂い環境）。

Tsujimoto Masahiro

● 准教授
辻本 昌弘

［ 研究テーマ ］
社会心理学。地域社会に
おける資源交換。

Kimura Toshiaki

● 准教授
木村 敏明

［ 研究テーマ ］
宗教人類学。インドネシア
の社会と宗教。キリスト教
の受容。宗教現象学理論。

Yamada Hitoshi

● 准教授
山田 仁史

［ 研究テーマ ］
宗教民族学。神話学。
台湾を中心としたオー
ストロネシア研究。

炎天下の恐山で死者供養をする人々

　不可視の世界との関わりの中に成立している宗教現象は、時代を超え、地域を超えて人間

生活と共に在り続けてきました。本研究室ではそのような宗教現象に対し、哲学や現象学、歴史

学などと隣接する「文献研究」と、文化人類学や民俗学、社会学などと隣接する「実証研究」と

の統合を目指しつつ研究活動を続けています。研究指導上の特色として、全ての学生に「宗教

学実習」の履修が求められる点がありますが、これは生きた信仰生活の現場に触れることなく宗

教現象に対する理解を深めることは困難であるとの認識があるからです。

　本年度の大学院生は博士前期8名、博士後期10名で、それぞれの研究テーマは多岐にわ

たっておりますが、宗教を歴史の一部、社会の一部として捉えるのではなく、宗教それ自体を研

究の中心に据える視点は共通しています。

　なお、図書館に寄贈されている二代目教授の石津照璽博士の蔵書は、われわれの研究活

動の大きな助けとなっています。

宗教学研究室

人間科学専攻 Human Sciences

　地球環境やエネルギーの問題では、科学技術はその根本原因の一つであると同時に、解決策の
一つでもあるという両義的な側面を持ちます。そうした諸問題に係る国際交渉や国内政策における政
策課題の評価や、政策決定過程を含めた諸要因を科学技術論の観点から分析し、政策提言を行う
ことができるよう、専門的な研究教育を行います。
　具体的な問題としては、地球温暖化および越境酸性雨、生物多様性、オゾン層破壊、漁業資源管
理などの地球規模の問題や国内におけるさまざまなリスクの問題を中心に幅広く取り扱います。具体
的な分析対象と研究手法の例としては、1．地球環境問題の解決のために必要不可欠な科学技術
分野の国際協力のメカニズムを理論・実証の両面から解明し、東北アジア地域における当該協力を
成功させるための教訓を導きます、2．合理的な環境政策を実施するための知的基盤として重要な科
学的知見を国際交渉や国内の政策決定過程にインプットするための科学的方法論や制度構築の
要件を、政策科学と科学技術社会学を融合したアプローチにより解明します。
　現時点での修了者は2名です。修了後は、大学や研究機関において活躍されることが期待されます。

科学技術社会論

人間科学専攻Human Sciences人間科学専攻Human Sciences

　今日、文化人類学の研究対象は急速に変化しています。これに応じて、医療、環境、開発、観

光、紛争、難民、人権など多様な研究領域が開かれています。しかし、フィールドワークという調査

法を用いて、広い意味での文化を総体的に理解するという基本的な性格は変わっていません。

　本研究室では、古典から先端研究までの研究史と、フィールドワークを用いて研究できる現

代的なテーマは何かを見出して、具体的な調査計画を立てるということを、プログラムの中心に

置いています。二名の専任教員はいずれも東アジア研究者ですが、学生たちのフィールドは、モ

ロッコ、インド、ロシア、ナイジェリア、極北、中国、韓国、ルーマニアなど多くの地域に及んでおり、

　各自の関心を自由に伸ばすことを重視して指導しています。発足して18年あまりの文学研究

科では一番若い研究室ですが、徐々に歴史を積みながら、未来に向かって開かれた研究室に

なっています。

Numazaki Ichiro

● 教  授
沼崎 一郎

［ 研究テーマ ］
東アジアの経済と社会（台湾・香港
を中心として）。現代世界の文化と
人権（日本を中心として）。

Kawaguchi Yukihiro

● 准教授
川口 幸大

［ 研究テーマ ］
東アジアの親族と地域社会
伝統の持続と変化（中国を
中心として）。

Asuka Jusen

● 教授
　 （東北アジア研究センター）

明日香 壽川

［ 研究テーマ ］
環境エネルギー問題の政治経済学。

Ishii Atsushi

● 准教授
　 （東北アジア研究センター）

石井　　 敦

［ 研究テーマ ］
環境政策論。科学技術社会学。
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東北大学大学院
文学研究科

文 化 科 学
Humane Studies

言 語 科 学
Linguistic Studies

歴 史 科 学
Historical Studies

人 間 科 学
Human Sciences

東北大学大学院 文学研究科
〒980‐8576 仙台市青葉区川内27番1号

TEL.022-795-6005（教務）　022-795-6003（庶務）　FAX.022-795-6086

http://www.sal.tohoku.ac.jp/東北大学大学院文学研究科についての
詳しい情報は、ウェブサイトをご覧ください。
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環境にやさしい植物油インキ
「VEGETABLE OIL INK」で
印刷しております。

このパンフレットは「水なし印刷」
により印刷しております。




